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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 沖縄県高校生訪問団 

訪問日程 平成 27 年 10 月 18 日（日）～10 月 24 日（土） 

 

 

１．プログラム概要 

 

「JENESYS 2015」の一環として、沖縄県内内の高校から選抜された高校生による沖縄県

高校生訪問団計 50 名が、10 月 18 日から 10 月 24 日までの 6泊 7日の日程でプログラ

ムを行いました。 

 

団長：沖縄県教育庁県立学校教育課 指導主事 宮城保 

訪問地：ソウル特別市、京畿道（坡州市）、忠清道（公州、清州） 

 

一行は韓国滞在中、ソウル市内や忠清道で高校訪問や文化体験・視察、ホームステイ等

を通じて、日本の文化と魅力を発信すると共に、韓国の文化・社会に対する理解を深め

ました。滞在中及び帰国後も、ＳＮＳ等を通して交流の様子を発信しています。 

 

２．日程    

 

10/18（日）  

入国（仁川国際空港）、受入大学側と対面 

10/19（月）  

【表敬】韓国国立国際教育院訪問、在韓国日本国大使館公報文化院訪問 

【視察】景福宮、仁寺洞見学 

10/20（火）  

【学校訪問・交流】泳薫高等学校訪問、ホームステイ 

10/21（水）  

【視察】ＤＭＺ（非武装地域）視察 

【文化体験】ＮＡＮＴＡ公演鑑賞 

10/22（木）  

【視察】公州博物館、武寧王陵、公州山城、清州古印刷博物館見学 

【文化体験】韓服試着、民俗遊び、餅つき 

10/23（金）  

【文化体験】陶磁器絵付け体験 

【学校訪問・交流】忠北大学訪問、修了式 

10/24（土）  

帰国（仁川国際空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 沖縄県高校生訪問団 プログラム記録写真  

テーマ：「Missing You ～ Me しんゆう（親友）」 

 
10 月 19 日 韓国国立国際教育院表敬訪問

（ソウル市） 

10 月 19 日 在韓日本大使館公報文化院 

表敬訪問（ソウル市） 

10월 19일 한국국립국제교육원 예방 

(서울시) 

10월 19일  재한일본대사관공보문화원 

예방 (서울시) 

 

 

10 月 19 日 景福宮で韓服着た韓国人の 

同世代の学生と（ソウル市） 

10 月 20 日 泳薫高等学校との交流 

～協同授業：K-POP ダンス（ソウル市） 

10월19일 경복구에서 한복을 입은 동세대 

학생들과 같이 (서울시) 

10월20일 영훈고등학교와 교류 ~ 

협동수업 : K-POP댄스 (서울시) 

 
 

10 月 20 日 泳薫高等学校との交流 

～協同授業：テコンドー（ソウル市） 

10月 20日 泳薫高等学校との交流を終えて

（ソウル市） 

10월 20일 영훈고등학교와 교류 ~ 

협동수업 : 태권도 (서울시) 

10월 20일 영훈고등학교와 교류를 마치고 

(서울시) 
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10 月 21 日 DMZ で（京畿道坡州市） 
10月 22日 韓国国立公州博物館前の紅葉と

共に（忠清南道公州市） 

10월 21일 DMZ 에서 (경기도 파주시) 10월 22일 한국국립공주박물관 앞의 

단풍과 함께 (충청남도 공주시) 

 

 

10 月 22 日 韓服試着体験 

（忠清北道清州市） 

10 月 22 日 韓国民俗遊び（ノルティギ）体

験（忠清北道清州市） 

10월 22일 한복시착체험 

 (충청북도 청주시) 

10월 22일 한국민속놀이 (널뛰기) 체험 

(충청북도 청주시) 

 
 

10 月 23 日 陶磁器絵付け体験 

（忠清北道清州市） 

10 月 23 日 忠北大学校学生との交流 

（忠清北道清州市） 

10월 23일 도자기 그림그리기 체험 

(충청북도 청주시) 

10월 23일 충북대학교 학생과의 교류 

 (충청북도 청주시) 
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４．参加者の感想   

 

◆ 日本 高校生 

初日、日本人に対して良いイメージを持たない方に話しかけられ、非常にショックを受けた。

でもその後の研修で様々な人に出会って、韓国を「反日」のひと言で片づけることは絶対にし

てはいけないと気付いた。いろんな人がいると理解はしていたはずだが、自分で見ないと韓

国がどんな国なのか分からなかった。この一週間で全て理解したとも思わないが、今回の経

験は確実に自分の進路を決めるうえで大きな役割を果たしてくれた。 

 

◆ 日本 高校生 

日本人にも韓国人にも、歴史や領土問題にはなるべく触れないような配慮があったので、学

生同士の交流でも有効な関係を築けたように思えるが、今回の研修で、実際には日本と韓国

の間にある歴史的な問題は、時間とともに解決されていくものではないように思えた。 歴史

とは変えられるものではないので、未来を変えていくべきだと思う。「日本は過去の反省をして

いない」と言うが、それは違うと思う。しかし、「戦争ができるような国になろうとしている」「過去

を繰り返すのか」と指摘され、日本はそれに関してもっと考えるべきだと思った。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国の文化や人々をよく知れる良いプログラムだった。たくさんの人々にこのプログラムに参

加してもらい、私たちは韓国の良さを知り、韓国の人に日本の良さを知ってもらいたい。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国の文化が体験でき、北朝鮮の状態も知ることができ、韓国の皆さんといろいろ話せてよ

かった。短い期間だったが、それ以上に吸収することが多かった。今後も SNS で交流していき

たいし、今回のことをしっかり伝えたい。そして、将来は両国が仲良くなるような活動をした

い。 

 

◆ 日本 高校生 

とても満足している。韓国の伝統文化体験、歴史的建造物見学に加え、現地の同世代との交

流、つまり韓国の「昔」と「今」を感じることができた。是非これからも継続してほしいプログラ

ムである。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国の歴史や文化について学ぶ機会が多くありとても充実していた。学校訪問が特に良い経

験となり、友人もたくさんでき、実際に交流を持てたことは私の中でとても大きなものをもたら

した。この経験を多くの人に伝えて、これからの日韓関係の発展に貢献していきたい。 

 

◆ 日本 高校生 

反日報道もあり韓国に行くのは怖かったが、このプログラムを通じて、韓国の人はとても優し

く、反日じゃない人もたくさんいると知ることができた。韓国についてより良い印象を持つこと

ができ、興味も増し、友人もでき、ホームステイも体験でき、とても嬉しかった。 

 

◆ 日本 高校生 

現地の学生と直接話し、意見を交換できて自分の視野を広げられ、将来に絶対活かしたいと

思った。歴史や現在の問題に興味を持つことができた良い経験になった。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国人が日本人に対して本当はどのように思っているか知ることができた。反日の人もいる

がそれは一部で、ほとんどは日本のことをよく知っていて、ホストファミリーも優しかった。帰り

たくないぐらいだ。 
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５．参加者の発信内容  

 ※動画  

  

 
 

ほか、100 件以上多数あり。また、別途交流校で、沖縄県高校生による日本と沖縄につ
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いてのブリーフィングを行い、ホームステイ先でも日本の情報発信に努めた。 


